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今
年
も
穏
や
か
な
新
春
を
迎
え
た
一
月
十
五
日
の
成
人

の
日
、
市
民
会
館
で
成
人
式
が
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

晴
れ
や
か
に
着
飾
っ
た
新
成
人
五
百
九
人
が
、
小
雨
を
つ

い
て
訪
れ
る
と
会
場
は
華
や
い
た
雰
囲
気
に
。
な
つ
か
し

い
友
人
と
の
対
面
に
歓
声
を
あ
げ
、
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
か
ら
式
典
が
開
か
れ

飯
田
淳
子
さ
ん
（
吉
野
町
）
の
先

導
で
、
全
員
が
大
野
市
民
憲
章
を

咄
和
し
ま
し
た
。
式
辞
に
た
っ
た

山
内
市
長
は
「
二
十
一
世
紀
の
大

野
市
は
み
な
さ
ん
の
双
肩
に
か
か

っ
て
い
ま
す
」
と
激
励
。
松
田
市

議
会
議
長
や
山
崎
参
議
院
議
貝
か

ら
の
祝
辞
に
続
き
、
市
議
会
議
員

ら
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

新
成
人
を
代
表
し
て
、
石
黒
将
司

さ
ん
（
稲
郷
）
が
力
強
く
「
誓
い

の
こ
と
ば
」
を
読
み
土
げ
、
式
典

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
、
成
人
を
迎
え
た
人
は
五

百
八
十
八
人
（
男
二
百
九
十
八
人

女
二
百
九
十
人
）
。
成
人
式
の
出
席

者
は
五
百
九
人
（
八
六
・
六
％
）

で
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
大
野

市
民
吹
奏
楽
団
の
演
奏
が
行
わ
れ

成
人
式
に
ふ
さ
わ
し
い
五
曲
を
披

露
し
ま
し
た
。

成
人
の
記
念
に

　
　

シ
ス
テ
八
】
手
帳

　

市
は
、
今
年
出
席
し
た
新
成
人

へ
の
記
念
品
に
、
行
事
予
定
表
や

住
所
録
な
ど
が
つ
い
た
シ
ス
テ
ム

手
帳
を
贈
り
ま
し
た
。
権
利
と
義

務
を
果
た
す
内
容
が
書
き
込
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。



決
意
も
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り

熱い甲子園を忘れずに

　　　　　

大高野球部OB

　

平
成
ミ
年
八
幻
几
‐
、
甲
f

園
フ
ィ
ー
バ
ー
を
巻
き
起
こ
し

た
人
野
高
校
野
球
部
H
。
一
川

た
く
ま
し
く
な
っ
て
人
人
の
仲

間
人
り
を
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
熱
い
甲
r
園
の
思
い

出
を
胸
に
、
学
生
、
社
会
人
と

し
て
新
た
な
目
標
に
立
ち
向
か

っ
て
い
ま
す
。

左
＝
正
津
英
志
さ
ん
、
山
崎
利
昭
さ
ん
、
山
崎

孝
さ
ん
、
中
川
秀
樹
さ
ん
、
帰
山
宏
和
さ
ん
、

斉
藤
隆
敏
さ
ん

楽しかつだミニバスケ

　　

上庄スポ‐ツ少年団OB

　

反
f
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
、

県
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
活
躍
を

し
た
L
庄
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
。

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
か
ら
、
あ
で

や
か
な
晴
れ
着
姿
に
変
身
し
て

ス
ト
歳
の
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　

楽
し
か
ン

思
い
出
を
人
切
に
、
第
二
の
人

生
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

前
左
＝
川
越
三
希
江
さ
ん
、
竹
内
安
代
さ
ん
、

山
田
小
百
合
さ
ん
、
寺
西
裕
美
さ
ん
、
長
田
波

穂
さ
ん
後
左
＝
門
前
み
ち
よ
さ
ん
、
笹
島
紀

代
さ
ん
、
島
田
雅
美
さ
ん
、
小
島
美
智
子
さ
ん
、

橋
本
ひ
ろ
子
さ
ん

大工高の思い出を胸に

　　　　　

二十四期卒業生

　

平
成
三
年
三
月
、
大
野
工
業

高
校
最
後
の
卒
業
生
と
な
っ
た

第
ニ
ト
四
期
卒
変
生
。
当
時
の

学
生
生
活
の
思
い
出
を
秘
め
て

成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
、
大
野

束
高
校
が
、
学
科
を
丙
編
成
し

て
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
よ
う

に
、
新
た
な
気
持
ち
で
社
会
の

荒
波
に
船
出
を
し
ま
す
。

左
＝
中
村
直
正
さ
ん
、
宮
本
正
人
さ
ん
、
宮
川

幹
夫
さ
ん
、
石
本
聡
幸
さ
ん

全力で大野市のPR

　　　　

四代目ミスおおの

　

昨
年
の
ト
月
、
四
代
目
に
選

ば
れ
た
「
ミ
ス
お
お
の
」
。
三
人

そ
ろ
っ
て
成
人
式
を
迎
え
ま
し

た
。

　

大
人
の
仲
間
人
り
を
し
た
今

年
は
心
機
一
転
、
↓
一
‥
動
に
責
任

を
も
ち
、
自
土
自
立
の
精
神
で

大
野
市
の
P
R
に
全
力
を
あ
げ

ま
す
。

山本美幸さん

大久保旬子さん

山内香織さん



平成4年12月末現在の

市⑩家計簿。す

　

市
の
家
計
簿
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
私
た

ち
が
納
め
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
四
年
十
二
月
末
現
在
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
家
庭
の
家
計
簿
と
同
様
に
、
市
の
台
所
事

情
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
会
計

巾
の
普
通
一
般
の
歳
人
・
歳
出
を
経
理
す
る

会
計
で
、
土
木
費
、
教
育
費
、
民
生
費
な
ど

基
本
的
な
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

《歳入》

予
算
現
額
1
5
2
億
3
、
1
3
7
万
円

収
入
済
額
9
2
億
5
、
2
3
2
万
円

収
入
率
6
0
●
7
％

《歳出》

予
算
現
額
1
5
2
億
3
、
1
3
7
万
円

支
出
済
額
9
5
億
2
、
1
9
1
万
円

支
出
率
6
2
・
5
％

　

市の基金

総額：60億1，593万円

●
財
政
調
幣
基
金

●
減
債
基
金

・
L
地
開
発
基
金

●
有
終
会
館
管
理
連
営
基
金

●
L
・
ド
水
道
整
備
基
金

・
そ
の
他

　

市の借入金

総額：85億4．452万円
・
人
蔵
省
資
金
運
川
部

●
郵
政
省
簡
易
保
険
‥
川

●
市
内
金
融
機
関

●
特
定
資
金

●
公
営
企
業
金
融
公
庫

●
そ
の
他



特
別
会
計

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
と
き
に
、
一
般
会

計
と
区
別
し
て
経
理
し
、
そ
の
特
殊
性
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
す
。

国
民
健
康

保
健
事
業

老
人
保
健

事
業

簡
易
水
道

事
業

農
業
集
落

排
水
事
業

企
業
会
計

水
道
事
業

市税の収入状況

主な建設事業
事業名 事業費

越前おおの歴史の路整備事業 2億2，410万円

真名川憩いの島整備事業 1億293万円

武家屋敷保存整備事業 8，220万円

駅前広場周辺整備事業 3，812万円

御清水周辺施設整備事業 3，190万円

陽明中学校大規模改造事業 5，017万円

富田小学校大規模改造事業 2，022万円

グリーングリーン大野整備事業 3億340万円

春日保育園改築事業 7，244万円

東部児童センター建設事業 6，805万円

個別学習機器（CAI）整備事業 3，256万円

交通安全施設等整備事業 4，790万円

事業名 事業費

亀山公園整備事業 4，435万円

農村基盤総合整備事業 9，954万円

福井米品質向上対策推進事業補助 3，750万円

高度輪作営農条件整備事業補助 4，104万円
団体営農道整備事業 6，410万円

土地改良事業補助 1億4，408万円

林道開設・改良…舗装・整備事業 1億9，236万円
特用林産産地化形成総合対策事業補助 7，277万円

道路改良・舗装事業 3億7，638万円

河川改良恵馨 2憧3．002万円
都市計画街路整備事業 1，778万円
用地取得事業 7，081万円



税。申告
正しく早めに

期限は3月15日

　

今
年
も
、
市
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
の
確
定
申
告
の

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
の
受
付
は
、
市
県
民
税
が
二

月
二
十
四
日
（
水
）
、
所
得
税
は
二
月
十
六
日
（
火
）
か
ら
で
、

い
ず
れ
も
三
月
十
五
日
（
月
）
で
終
了
し
ま
す
。
申
告
に
必

要
な
書
類
や
証
明
書
は
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
早
め
に
申

告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税

　

市
県
民
税
の
申
告
日
程
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
用
紙
は
、
二
月
中
旬
ご
ろ

区
長
を
通
じ
て
お
川
け
し
ま
す
が
、

行
政
区
ご
と
の
詳
し
い
申
告
‐
時

や
会
場
な
ど
も
併
せ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
混
雑
を
避
け
る
た
め
に

も
、
で
き
る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日

に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
用
紙
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

記
入
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

　

（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
2
3
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
五
年
一
月
一
‐
現
在
、
大

野
市
内
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
次

の
項
目
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

◆
昨
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

　

や
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の

　

所
得
が
な
い
人
は
除
く

◆
給
与
所
得
以
外
に
、
地
代
・
家

　

賃
・
配
当
・
退
職
金
な
ど
の
収

入
が
あ
っ
た
人
退
職
金
は
、

勤
務
先
で
分
離
課
税
さ
れ
た
人

を
除
く

忘
れ
が
ち
な
所
得

◆
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
収
入

◆
保
険
の
勧
誘
や
物
品
販
売
な
ど

　

の
外
交
員
報
酬

◆
年
金
収
入

申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
に
は
、
次
の
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
の
計
算
に
必
要
な
帳
簿
や

　

書
類
。
例
え
ば
売
卜
帳
・
仕
入

　

帳
・
源
泉
徴
収
票
・
請
求
書
・

　

領
収
書
な
ど

◆
国
民
健
康
保
険
税
や
国
民
年
金

　

保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
損
害

　

保
険
料
、
医
療
費
な
ど
の
領
収

　

書
ま
た
は
支
払
証
明
書
な
ど

◆
印
鑑
と
家
族
の
生
年
月
‐
が
分

　

か
る
健
康
保
険
証
な
ど

所
得
税

　

所
得
税
の
確
定
巾
告
は
、
二
月

ト
六
‐
か
ら
大
野
税
務
署
で
受
け

付
け
ま
す
。
期
限
間
近
に
な
る
と

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

◆
平
成
四
年
分
の
事
業
所
得
、
不

　

動
産
所
得
な
ど
の
所
得
の
合
計

　

額
が
、
所
得
控
除
（
基
礎
控
除

　

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）

　

の
合
計
額
を
超
え
る
人

◆
給
与
所
得
者
で
、
①
給
与
の
年

　

収
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人

　

②
二
ヵ
所
以
L
か
ら
給
与
を
受

　

け
て
い
る
人
③
給
与
所
得
や
退

　

職
所
得
以
外
の
所
得
額
が
二
十

　

万
円
を
超
え
る
人

◆
給
与
所
得
者
で
、
①
m
宅
を
ロ
ー

　

ン
な
ど
で
購
入
し
た
人
②
災
害

　

や
盗
難
に
あ
っ
た
人
⑧
多
額
の

医
療
費
を
支
払
っ
た
人
な
ど

納
税
相
談

　

農
業
所
得
や
営
業
所
得
の
納
税

相
談
は
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
で
す
。

農
業
所
得
▼
上
庄
農
協
＝
2
月

　

1
6
●
1
7
・
1
9
日
▼
市
農
協
阪
谷

　

支
所
＝
2
月
1
7
～
1
9
日
▼
同
乾

　

側
支
所
＝
2
月
1
8
・
1
9
日
▼
同

　

小
山
支
所
＝
2
月
1
7
・
1
8
日
▼

　

同
下
庄
・
富
田
支
所
＝
2
月
1
9
・

　

2
2
・
2
3
日
▼
同
大
野
支
所
＝
2

　

月
刀
日

営
業
所
得
大
野
税
務
署
＝
2
月

　

1
6
日
～
3
月
1
5
日

市●県民税の申告日程表

月目 曜日 場所 月日 曜日 場所

2●24 水

市役所

3．8 月 土庄公民館

25 木
3．9 火

富田公民館

26 金 市農協富田支所

3●1 月
下庄公民館

3．10 水 木本集落センター

2 火
3．11 木

五箇ふるさと自然の家

3．3 水
庄林生活改善センター 蕨生集落センター

南六呂師集落センター
3．12 金

阪谷公民館

3．4 木
乾側公民館 市農協阪谷支所

小山公民館 3．15 月 市役所

3．5 金 上庄公民館

・時間はいずれも午前9時～午後4時

　

ただし、3日・10H・11日は午前11時まで。

。地区ごとの日程明細は、後日、申告書配布の際にお知らせ

　

します。



12月定例

市議会

あ
か
ね
保
育
園
改
築
事
業
な
ど
に

3
億
「
／
2
4
2
万
円
を
補
正

　

第
二
百
六
十
四
回
定
例
市
議
会

は
、
昨
年
の
十
二
月
十
日
か
ら
十

二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
平

成
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案

な
ど
八
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た

最
終
日
の
二
十
一
日
に
は
、
全
議

案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
ほ

か
、
議
貝
提
案
に
よ
る
二
兆
円
規

模
の
所
得
税
減
税
・
政
策
減
税
を

求
め
る
意
見
書
と
コ
メ
市
場
開
放

断
固
阻
止
に
関
す
る
意
見
書
を
採

択
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
三

億
七
千
二
百
四
ト
ー
万
六
千
円
を

追
加
。
当
初
か
ら
の
累
計
額
は
、

百
四
十
九
億
七
千
三
百
七
十
二
万

四
千
円
と
な
り
ま
す
。
主
な
歳
出

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
★
印
は

新
規
事
業
）

民
生
費

★
あ
か
ね
保
育
園
用
地
取
得
事
業

　

…
…
…
…
…
八
千
六
百
ト
万
円

　

旧
国
鉄
跡
地
千
五
百
平
方
m
の

　

取
得

★
あ
か
ね
保
育
園
改
築
事
業
…
…

…
…
…
1
八
千
六
百
二
十
三
万
円

　

木
造
平
屋
建
て
三
百
五
十
平
方

　

m

・
老
人
保
護
措
置
費
…
…
…
…
…

　

…
…
…
一
一
千
三
百
五
十
六
万
円

農
林
水
産
業
費

★
地
域
農
業
生
産
シ
ス
テ
ム
確
立

　

基
幹
施
設
整
備
事
業
…
…
…
…

　

…
…
…
九
千
六
百
三
ト
五
万
円

　

種
子
も
み
乾
燥
施
設
建
設
（
事

　

業
主
体
＝
牛
ヶ
原
農
業
生
産
組

　

合
）

商
工
費

★
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
金
…

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
億
円

　

繊
維
新
産
地
化
素
材
開
発
施
設

　

整
備
事
業

土
木
費

・
民
間
除
雪
機
械
惜
L
料
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
一
一
一
千
五
百
万
円

越前大野

弟弗さとかるた
《人物編》

　

市
教
育
委
員
会
が
、
市
民
か
ら

作
品
を
募
集
し
て
製
作
を
進
め
て

い
た
「
越
前
大
野
ふ
る
さ
と
か
る

た
・
人
物
編
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
ま
し
た
。

　

か
る
た
の
読
み
札
に
は
、
五
百

五
十
八
点
、
取
り
札
（
絵
札
）
に

は
百
十
六
点
の
応
募
が
あ
り
、
審

査
の
結
果
二
十
八
点
が
入

選
。
残
り
の
か
る
た
は
、

編
集
委
貝
ら
が
製
作
に
あ

た
り
ま
し
た
。

　

越
前
大
野
ふ
る
さ
と
か

る
た
は
、
ふ
る
さ
と
を
も
っ

と
理
解
し
て
も
ら
お
う
と

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
今

回
は
大
野
に
ゆ
か
り
の
あ

る
故
人
を
題
材
に
し
た
人

物
編
を
製
作
し
た
も
の
で

す
。

　

か
る
た
は
一
組
四
十
五

枚
で
、
五
百
組
を
製
作
。

こ
の
う
ち
百
五
十
組
は
、
市
内
の

学
校
や
公
民
館
、
図
書
館
、
入
選

者
に
配
布
し
ま
す
。
残
り
は
、
希

望
者
に
一
組
千
円
で
販
売
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

読
み
札
の
入
選
者
山
本
清
（
明

倫
町
）
松
田
元
弥
（
城
町
）
島
田

康
範
（
束
中
町
）
井
ノ
部
寛
之

　

（
泉
町
）
田
中
真
次
（
中
荒
井
町
）

萬
谷
正
（
元
町
）
道
鎮
栄
一
（
五

条
方
）
松
森
弥
助
（
稲
郷
）
小
松

和
子
（
錦
町
）
井
ノ
部
美
希
子

　

（
有
終
西
小
）
喜
多
山
美
代
子

　

（
牛
ヶ
原
）

取
り
札
の
入
選
者
酒
井
広
明
、

野
尻
さ
お
り
、
大
藤
雅
義
、
前
川

清
江
、
前
畑
勝
善
、
佐
々
木
英
之

森
下
洋
子
、
山
田
高
志
（
下
庄
小
）

池
田
恵
理
子
（
有
終
東
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
省
略
）

エキサイティング

・ ： … … … L ． ・

工

＝ こ
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情報

・
第
2
回
モ
ー
グ
ル

　

ス
キ
ー
福
井
大
会

日
時
2
月
2
8
日
⑥
受
付
午
前
8

　

時
～
9
時
3
0
分
競
技
開
始
午

　

前
1
0
時

会
場
九
頭
竜
ス
キ
ー
場

参
加
資
格
中
学
生
以
L
の
男
女

　
　

（
未
経
験
者
も
歓
迎
）

参
加
費
一
人
2
0
0
0
円

申
込
当
日
、
参
加
料
を
添
え
て

　

大
会
会
場
で

問
合
せ
先
坂
下
（
豊
6
5
・
2
6

0
5
、
6
6
・
4
1
6
8
）
藤
田

　

（
豊
6
5
・
7
9
1
7
）

・
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

日
時
2
月
の
毎
週
木
曜
日
午
後

　

7
時
～
9
時

会
場
大
野
有
終
会
館

参
加
資
格
男
女
年
齢
問
わ
ず

受
講
料
無
料

申
込
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会

　

佐
々
木
定
夫
（
容
6
5
・
7
5
0

　

0
）
ま
で



肥
満
や
成
人
病
だ
け
で
な
く

老
化
現
象
を
早
め
る
原
因
に
も

　

交
通
機
関
が
著
し
く
発
達
し
、
便
利
な
家
庭
電
化
製
品

も
普
及
し
て
い
る
現
在
、
運
動
不
足
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
冬
と
も
な
れ
ぼ
、
よ
ほ
ど
意
識
し
て
体
を
動

か
さ
な
い
限
り
、
な
お
さ
ら
で
す
。
肥
満
や
成
人
病
だ
け

で
な
く
、
老
化
を
早
め
る
運
動
不
足
0
安
易
な
気
持
ち
を

捨
て
て
、
自
分
な
り
の
解
消
法
を
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
的
に
、
運
動
不
足
は
肥
満

か
ら
成
人
病
へ
と
進
む
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
体
力
や
身
体

機
能
の
低
下
に
よ
っ
て
老
化
が
早

ま
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

運
動
不
足
は
、
筋
肉
が
お
と
ろ

え
た
り
萎
縮
し
た
り
す
る
ほ
か
、

骨
が
も
ろ
く
な
っ
て
折
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

運
動
を
す
る
と
、
ど
ん
な
効
果

が
あ
る
の
か
は
、
左
図
を
見
れ
ば

お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。

運
動
が
苦
手
な
ら

　
　

「
一
人
あ
ん
ま
Ｌ

　

運
動
不
足
だ
と
気
付
い
て
い
て

も
、
時
間
的
に
運
動
す
る
余
裕
の

な
い
人
や
運
動
が
苦
手
な
人
に
は
。

　

二
人
あ
ん
ま
」
を
お
勧
め
し
ま

す
。
江
戸
中
期
の
禅
僧
・
白
隠
禅

師
が
伝
え
た
と
さ
れ
る
強
健
・
強

精
法
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
簡

単
に
で
き
ま
す
。

　

こ
の
「
一
人
あ
ん
ま
」
は
、
年

と
と
も
に
硬
く
な
り
が
ち
な
体
の

要
所
を
、
ま
ん
べ
ん
な
く
刺
激
す

る
こ
と
で
老
化
を
防
ぎ
ま
す
。
初

歩
的
な
も
の
だ
け
を
紹
介
し
ま
す

の
で
、
一
度
試
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

運動の
効果

体を前に9回大きく曲げる

体を左右に3回曲げる

肩を回す
左右の腕を交互につかんで上下

する 耳を上中下と引く

親指と人さし指で手のひ

らや指の筋をもむ

もみ手をする

まぷたを左右の指

先ですり上げる

両手の指を組み合わせ、鼻の

高さまで上げて膝をたたく

左右のこぷしでへその

上下、両肩をたたく



消火器の訪間販売にご用心

狙われているのは

お年寄りや学生

　

各
家
庭
が
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
す
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
す
。
消
火
器
の
設
置
も
そ
の
一
つ
で
す
が
、
高

価
な
消
火
器
を
売
り
つ
け
る
悪
質
な
訪
問
販
売
が
依
然
と

し
て
多
い
よ
う
で
す
。
お
年
寄
り
や
一
人
暮
ら
し
の
学
生

が
集
庄
し
て
狙
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
手
口
も
巧
妙
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

　
　
般
家
庭
で
の
消
火
器
の
設
置

は
、
法
律
な
ど
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

訪
問
販
売
で
は
、
あ
た
か
も
消
防

職
U
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
い
、

巧
み
な
こ
と
ば
使
い
で
消
火
器
を

押
し
売
り
し
ま
す
。

事
例
1
（
8
0
歳
・
女
性
）

　

自
宅
で
留
守
番
を
し
て
い

た
ら
、
消
防
署
U
の
よ
う
な

制
服
を
着
た
人
が
訪
れ
、
購

人
後
三
年
‐
の
消
火
器
を
古

く
て
使
え
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
取
り
替
え
て
し
ま
ン

家
族
が
業
者
に
何
回
も
電
話

を
す
る
が
、
出
張
巾
で
す
と

返
答
さ
れ
た
。

事
例
2
（
2
0
歳
・
学
生
）

　

ア
パ
ー
ト
で
は
、
佃
々
の

部
川
に
消
火
器
を
設
置
す
る

義
務
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
思

わ
ず
買
っ
て
し
ま
っ
た
。

心
μ
例
の
よ
う
に
、
h
に
狐
わ
れ

る
の
は
お
年
寄
り
と
一
人
暮
ら
し

の
学
生
で
す
。
消
防
署
員
が
、
消

火
器
を
持
っ
て
家
庭
を
営
業
に
ま

わ
る
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
し
、
一
般

家
庭
に
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
は
っ
き
り
断
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
手
口

　

失
効
消
火
器
の
交
換

　

平
成
四
年
十
一
月
三
ト
‐
で
、

＝
刑
ｔ
の
消
火
器
は
使
川
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
次
の
い
ず
れ
か
の

項
目
に
該
肖
す
る
場
介
は
、
失
効

消
火
器
と
な
り
ま
す
。

？
検
定
合
格
証
に
通
し
番
号
が
表

　

示
さ
れ
て
い
な
い
消
火
器

？
使
用
し
た
場
合
、
使
用
済
み
で

　

あ
る
こ
と
が
判
別
で
き
な
い
消

　

火
器

？
安
全
栓
が
黄
色
で
、
内
径
ニ
セ

　

ン
チ
以
上
の
リ
ン
グ
で
な
い
消

　

火
器

？
安
全
栓
を
引
き
抜
く
方
向
が
上

　

方
向
で
な
い
消
火
器

　

消
火
器
の
設
匿
義
務
が
あ
る
商

店
や
事
務
所
で
は
、
失
効
消
火
器

を
新
し
い
も
の
に
取
り
替
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
訪
問
販
売
業

者
は
、
こ
の
制
度
を
新
し
い
f
‐

に
し
、
設
置
義
務
の
な
い
一
般
家

庭
に
売
り
つ
け
る
こ
と
が
f
想
さ

れ
ま
す
。
家
族
仝
U
で
よ
く
話
し

合
い
、
悪
質
な
手
口
に
引
っ
か
か

ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

返
品
は

　

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
で

　

訪
問
販
売
で
の
消
火
器
は
、
市

価
よ
り
鳥
い
も
の
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
購
入
は
、
お
近
く
の

消
火
器
取
扱
店
で
購
入
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

訪
問
販
売
で
う
っ
か
り
買
っ
て

し
ま
い
、
返
品
し
た
い
場
合
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
制
度
が
あ
り

ま
す
。
購
入
し
た
‐
を
含
め
て
、

八
‐
間
以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で

解
約
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
役
所
生
活
環
境
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



■
こ
の
「
ぺ
i
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

歩けるかな？（カントリースクール）

＜る一ぶ登場 女子綱引きチーム

　

「スカイハイ」

悲
願
の
全
国
大
会
出
場
を
実
現

　

昨
年
の
ト
二
月
ニ
ト
‐
に
開
か

れ
た
県
綱
引
き
選
f
権
人
会
女
子

の
部
で
、
「
ス
カ
イ
ハ
イ
」
が
見

事
に
優
勝
。
悲
願
だ
っ
た
全
国
大

会
の
キ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

結
成
さ
れ
て
ま
だ
三
年
目
と
い

う
「
ス
カ
イ
ハ
イ
」
は
、
三
ト
歳

代
の
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
で
、
現
在

ト
ニ
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
練

習
は
週
二
回
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

や
陽
明
中
、
B
＆
G
体
育
館
で
午

後
七
時
半
か
ら
行
い
ま
す
。

　

監
督
の
後
藤
修
司
さ
ん
（
3
7
歳
・

糸
魚
町
）
は
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

よ
く
、
一
人
ひ
と
り
の
実
力
に
差

が
な
い
の
が
強
み
で
す
。
県
大
会

で
は
準
決
勝
が
き
つ
か
っ
た
で
す

ね
。
練
習
量
だ
け
は
ど
こ
に
も
ま

け
ま
せ
ん
か
ら
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

仕
事
を
終
え
て
、
家
事
を
済
ま

せ
て
か
ら
の
綱
引
き
練
習
は
、
考

え
た
だ
け
で
も
人
変
な
こ
と
で
す

が
、
練
習
‐
の
方
が
気
介
い
が
入
っ

て
調
子
が
よ
い
そ
う
で
す
。
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
る
中
村
輿
理
子
さ

ん
（
3
8
歳
・
春
日
3
）
は
「
家
族

が
協
力
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、

早
く
優
勝
し
た
か
っ
た
ん

で
す
よ
。
私
た
ち
を
指
導

し
て
く
れ
た
男
子
チ
ー
ム

に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

う
れ
し
そ
う
。

　

男
子
の
「
九
頭
竜
」
。

　

「
越
前
大
野
ふ
る
さ
と
五

箇
」
チ
ー
ム
と
は
、
い
つ

も
同
じ
会
場
で
練
習
を
し

て
お
り
、
取
材
に
訪
れ
た

‐
も
、
全
国
大
会
に
向
け

て
の
練
習
相
手
を
務
め
て

い
ま
し
た
。

　

千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ
セ

で
開
か
れ
る
全
国
大
会
は

二
月
ニ
ト
ー
‐
。
全
国
の

強
豪
と
の
対
戦
を
前
に
、

気
合
い
ト
分
の
「
ス
カ
イ
ハ
イ
」
。

f
選
リ
ー
グ
で
L
位
に
つ
け
る
こ

と
を
目
標
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

ス
カ
イ
ハ
イ
で
は
、
広
く
会
‥
‥
ハ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
中
村
さ
ん
（
豊
6
5
・
6

5
8
1
）
へ
申
し
込
み
を
0

二
十
歳
の
門
出
に

和
服
で
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
演
奏

　

市
民
会
館
で
開
か
れ
た
成
人

式
は
、
私
に
と
っ
て
一
生
の
記

念
に
な
り
ま
し
た
。
大
野
市
民

吹
奏
楽
団
に
所
属
し
て
い
る
私

は
、
式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
、
和
服
の
ま
ま
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
を
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
す
。

　

団
員
の
人
か
ら
勧
め
ら
れ
、
迷

い
ま
し
た
が
、
ニ
ト
歳
の
記
念
に

し
よ
う
と
決
心
し
た
の
で
す
。
最

初
は
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
か
ぜ

気
味
で
き
つ
い
帯
が
じ
ゃ
ま
を
し

て
大
変
で
し
た
。

　

私
は
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
が
、
短
大
に
は
な
い
の
で

市
民
吹
奏
楽
団
に
入
り
ま
し
た
。

毎
週
土
曜
日
の
夜
、
市
民
会
館
で

の
練
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
場
所
で
演
奏
し
ま
し
た

が
、
今
ま
で
で
一
番
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
。
甲
子
喇
の
ア
ル
プ

ス
ス
タ
ン
ド
で
の
演
奏
で
し
た
。

　

ニ
ト
歳
に
な
っ
た
今
年
、
短
大

を
卒
業
し
て
い
よ
い
よ
社
会
人
に

な
り
ま
す
0
自
分
の
行
動
に
責
任

を
持
た
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
す
。

　

中
学
生
の
と
き
に
、
ず
っ
と
続

け
た
い
と
い
う
私
の
た
め
に
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
買
っ
て
く
れ
た
父

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

和
服
で
の
演
奏
は
、
大

人
と
し
て
の
最
初
の
仕

事
に
な
り
ま
し
た
0
こ

の
思
い
出
を
大
切
に
し

て
こ
れ
か
ら
も
で
き
る

限
り
演
奏
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中村仁美（20歳・泉町）



秘もyひてこず

越
美
北
線
の
存
続
運
動
を
積
極
的
に

　

昨
年
、
勝
山
市
の

知
人
と
会
っ
た
と
き

に
、
京
福
電
鉄
廃
線

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
知
人
が
い

う
に
は
、
「
電
車
が
な
く
な
る
と

一
番
困
る
の
は
私
ど
も
年
寄
り
で

す
。
勝
山
の
観
光
㈲
も
少
し
は
閑

る
で
し
ょ
う
け
ど
。
県
内
で
鉄
道

が
な
く
な
る
市
第
一
廿
に
な
る
の

も
さ
み
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

時
刻
表
の
索
引
地
図
で
、
鉄
道

の
通
っ
て
い
な
い
市
を
調
べ
て
み

ま
し
た
が
、
本
州
で
は
四
市
ほ
ど

し
か
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

勝
山
市
で
は
、
存
続
に
向
け
て

市
職
U
の
出
張
に
京
福
電
鉄
を
利

川
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
こ
と

を
新
聞
で
知
り
ま
し
た
。

　

大
野
市
も
勝
山
市
の
二
の
舞
に

な
ら
な
い
よ
う
、
越
美
北
線
存
続

の
対
策
に
最
差
‥
の
努
力
を
し
て
い

た
だ
き
、
利
用
客
の
増
加
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

（
林
湊
・
7
7
歳
・
西
勝
原
）

　

公
共
交
通
機
関
の

存
続
に
つ
い
て
は
、

越
美
北
線
沿
線
の
福

井
市
、
美
山
町
、
和
泉
村
、
大
野

市
が
「
越
美
北
線
と
乗
合
バ
ス
に

乗
る
迦
勁
を
進
め
る
会
」
を
構
成

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
会
で
は
、
ダ
イ
ヤ
改
正
に

〈
‥
わ
せ
て
時
刻
衣
を
各
世
帯
に
配

布
し
た
り
、
越
芙
北
線
や
バ
ス
を

利
川
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

　

大
野
市
独
自
の
事
業
と
し
て
は
、

回
数
券
が
二
割
、
団
体
利
用
の
場

合
は
五
割
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
越
美
北
線
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
昨
年
の
十
一
月
、
お
座

敷
列
車
「
大
野
市
民
号
」
を
運
行

し
、
大
勢
の
市
民
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

駅
前
周
辺
の
整
備
で
は
、
自
転

車
と
自
動
車
の
専
用
駐
車
場
が
完

成
し
、
歩
道
も
カ
ラ
ー
舗
装
さ
れ
、

利
用
客
の
便
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
九
月
か
ら
運
行
を
開
始
し
て

い
る
快
速
列
車
（
大
野
～
福
井
間

を
三
ト
七
分
）
も
た
い
へ
ん
好
評

で
利
用
客
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
将
来
に
わ
た
っ
て
存

続
さ
れ
る
よ
う
な
活
動
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

（
生
活
環
境
課
長
近
藤
美
章
）

イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
す
る
マ
ン
ガ
家

松
田
テ
ル
オ
2
（
裴
4
明
7
）

　

松
川
テ
ル
オ
さ
ん
（
本
名
・
輝

雄
）
は
、
‐
本
漫
画
家
協
会
に
所

－
柄
す
る
大
野
市
で
唯
一
の
漫
画
家

で
す
。

　

昨
年
の
第
ト
四
回
読
売
国
際
漫

画
大
賞
の
一
般
部
門
で
、
松
川
さ

ん
の
作
品
が
人
選
し
ま
し
た
が
、

仕
作
以
L
の
入
賞
は
こ
れ
で
四
回

目
に
な
り
ま
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
こ

と
が
好
き
だ
っ
た
松
川
さ
ん
は
、

新
聞
や
雑
誌
に
投
稿
を
続
け
、
二

ト
歳
の
こ
ろ
に
、
あ
る
コ
ン
ク
ー

ル
に
人
選
し
て
か
ら
漫
画
家
の
道

を
歩
み
だ
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の

頃
に
知
り
八
‥
つ
た
、
漫
画
の
投
稿

仲
間
と
関
西
漫
画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
を
設
立
し
て
、
主
に
関
西
方
而

で
艇
覧
会
を
開
い
た
り
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

温
厚
な
人
柄
の
松
田
さ
ん
は
。

　

「
漫
画
は
ア
イ
デ
ア
が
勝
負
な
ん

で
す
よ
。
描
く
基
本
は
も
ち
ろ
ん

大
切
で
す
が
、
題
材
を
見
つ
け
る

努
力
が
必
要
な
ん
で
す
。
一
コ
マ

漫
画
を
描
い
て
い
ま
し
た
か
ら
、

似
顔
絵
が
得
意
で
す
。
女
性
は
美

人
に
描
き
す
ぎ
ま
す
が
」
と
笑
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

松
田
さ
ん
は
、
県
の
「
ふ
る
さ

と
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
3
5
」
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
似
顔
絵
を
活
か

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
も
活
躍
し
て
い

ま
す
。
将
来
は
、
人
野
丸
を
中
心

に
し
た
大
野
の
幕
末
を
、
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
描
き
た
い
そ
う
で
す
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
一
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

・
電
話
の
新
設
・
移
転

　
　
　

手
続
き
は
早
め
に

　

3
・
4
月
は
入
学
、
就
職
、

転
勤
な
ど
で
、
電
話
の
新
設
・

移
転
の
申
込
が
殺
到
し
ま
す
。

　

引
っ
越
し
の
日
程
や
移
転
先

が
決
ま
っ
た
ら
、
早
め
に
最
寄

り
の
N
T
T
支
店
や
営
業
所
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
手
続

き
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

新
設
支
店
・
営
業
所
窓
口
へ

　

印
鑑
、
身
分
証
明
書
（
免
許

　

証
や
保
険
証
な
ど
）
、
負
批

　

金
（
7
万
4
9
8
4
円
）
を

　

持
参

移
転
支
店
・
営
業
所
へ
直
接

　

ま
た
は
局
番
な
し
の
「
1
1

　

6
番
」
へ

・
リ
ブ
レ
で

　

福
祉
施
設
作
品
頒
布
会

　

県
下
の
福
祉
施
設
が
一
堂
に

会
し
、
活
勁
内
容
の
紹
介
や
入

所
者
の
手
作
り
作
品
の
販
売
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
2
月
5
‐
②
～
7
‐
⑥

　
　

午
前
1
0
時
よ
り

会
場
大
野
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

　

ン
タ
ー
「
リ
ブ
レ
」
3
階
催

　

事
場

参
加
団
体
県
内
福
祉
施
設
1
6

　

団
体



篠
座
神
社
恒
例
の
も
ち
ま
き
に
歓
声

　

年
明
け
早
々
、
篠
座
神
社
恒
例
の
も
ち
ま
き
が
行
わ
れ
、
「
福
も
ち
」
を
求

め
る
人
勢
の
巾
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
、
例
年
に
な
く
穏
や
か
な
ぷ
月
を
迎
え
。

一
家
そ
ろ
っ
て
の
初
詣
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
拝
殿
の
左
側
は
川
″
、
右
側
は

女
と
決
め
ら
れ
、
午
前
O
時
半
に
太
鼓
の
膏
と
と
も
に
、
年
男
が
も
ち
ま
き
を

開
始
。
大
歓
声
が
境
内
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

大野市陸協の3人が

ホノルルマラソンに出走

　

ハ
ワ
イ
で
開
か
れ
た
第
2
0
川
ホ
ノ

ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
、
大
野
市
陸
協
の

横
井
一
博
さ
ん
（
泉
町
）
藤
川
康
司

さ
ん
（
泉
町
）
朝
日
正
幸
さ
ん
（
美

川
町
）
が
参
加
、
4
2
・
1
9
5
キ
ロ
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
3
人
は
1
年
前
か
ら

参
加
を
計
画
し
て
い
た
そ
う
で
、
見

肛
に
完
走
。
2
0
川
目
を
迎
え
た
大
会

に
は
、
約
3
万
人
が
出
走
し
ま
し
た

が
、
こ
の
う
ち
約
6
割
が
日
本
人
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

落合地区に

ふれあい会館か完成

　

1
2
月
2
3
日
、
落
合
地
区
（
8
戸
）

に
完
成
し
た
ふ
れ
あ
い
会
館
の
落
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
木
造
平
屋
建

て
約
8
5
平
方
m
で
、
1
7
畳
の
会
議
室

と
6
畳
の
図
書
室
、
調
理
実
習
室
を

備
え
て
い
ま
す
。
事
業
費
は
1
2
0

0
万
円
。
落
合
地
区
は
小
集
落
の
た

め
、
集
会
施
設
が
な
く
住
民
か
ら
も

建
設
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し

て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す

年賀状の

　　

元旦配達出発式

　

年賀状の配達に先立ち、平成5年元

日。出発式が大野郵便局で行われました。

郵便局職Uやアルバイトの高校生を前

に、山内市長が激励に。アルバイトを

代衣して、大野高校の明石雅之君が元

気よく出発のあいさつ。ばんざい三唱

した後、配達を待つ家庭に向かいまし

た。同局の年賀状配達総数は、91万60

00通もありました。

ホースカー付き
消防ポンプ車を配備

　

人野地区消防署にこのほど、ホース

カー付きの新型消防ポンプ自動車が配

備されました。ポンプ車は、排気址42

00CCのディーゼルエンジンを搭載す

る4wD車で、購入価格は1700万円。

ホースカーは、長さ20mのホース、を10

本収納でき、自動昇降装置で降ろした

後、一人で200m先まで延長すること

ができます。

S弓（恥包湯



包弓（恥包湯

OASIS協会が
冬のカントリースクール

　

正月明けの5日から3日間、旧六呂

師小学校でOASIS協会主催のウイ

ンターカントリースクールが開かれま

した。雪が少ないとはいえ、グラウン

ドには30センチの雪があり、県内各地

から参加した小学生らは、雪合戦や雪

像づくりに夢中。かんじき体験では履

き方を教わり、友だちと元気に競争す

る姿も見られました。

市の指定文化財を

火災から守る防火査察実施

　

大野地区消防署と市教育委員会は1

月19日、市内4ヵ所で市の指定した文

化財の防火査察を行いました。松田一

郎さん宅（中野）では、蓬莱山円鏡と

朝倉義景書状を保管。消火器の期限が

切れていないか、電気の配線が適正か

などを念入りに点検しました。松田さ

んも大切な文化財だけに、真剣な表情

で査察を受けていました。

カラフルな年賀はがき333点を審査

　

恒
例
の
年
賀
は
が
き
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
が
1
月
1
8
日
、
大
野
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
審
査
委
貝
1
2
人
が
、
小
学
校
・

中
学
校
・
一
般
の
3
部
門
を
審
禿
。
カ
ラ

フ
ル
で
趣
向
を
こ
ら
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
年

賀
状
ば
か
り
と
あ
っ
て
、
評
価
が
分
か
れ

る
場
面
も
し
ば
し
ば
。
今
回
は
1
6
0
人
か
ら

3
3
3
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

《最優秀賞》

【小学校の部】

松田明子さん

　

（富川小・5年）

【中学校の部】

井南真一sん

　

（陽明中・2年）

【一般の部】

有馬千晴さん

（大野高校・2年）

《優秀賞》

松
原
由
理
さ
ん

　
　

（
陽
明
中
・
2
年
）

高
津
久
代
さ
ん

　
　
　

（
小
山
小
・
2
年
）

山
崎
義
昭
さ
ん

　
　
　
　

（
有
明
町
）

高
島
望
さ
ん

　
　

［
有
終
束
小
・
2
年
］

平鍋金－さん

　　　　

（在日2）

田
中
真
弓
さ
ん

　
　

（
有
終
束
小
・
5
年
）



お
知
ら
せ

2月

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

　

縦
覧

　

平
成
五
年
度
分
の
囚
定
資
産
課

税
台
帳
を
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

期
間
3
月
1
‐
～
9
9
日

場
所
市
役
所
税
務
課

資
格
囚
定
資
産
の
所
有
者
、
納

　

税
義
務
者
、
納
税
竹
理
人
、
委

　

任
状
な
ど
に
よ
る
代
理
人

持
参
品
印
鑑
（
代
理
人
は
委
任

　

状
な
ど
も
）

●
育
児
休
業
制
度
推
進
の

　

管
理
者
セ
ミ
ナ
ー

　

平
成
4
年
4
月
1
‐
よ
り
、
子

を
養
育
す
る
労
働
者
の
雁
川
継
続

を
目
的
に
「
肯
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

常
時
、
3
0
人
以
L
を
雁
川
す
る
事

業
所
は
、
平
成
7
年
か
ら
こ
の
法

律
が
適
川
さ
れ
ま
す
。

　

福
片
婦
人
少
年
室
で
は
、
育
児

休
業
制
度
に
関
す
る
知
識
や
情
報

を
提
供
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
2
幻
1
5
‐
⑥
午
後
1
時
3
0

　

分
～
4
時

会
場
県
中
小
企
業
産
業
大
学
校

　
　

（
福
井
市
下
六
条
町
1
6
－
1
5
）

対
象
事
業
主
及
び
労
務
担
当
者

定
員
1
0
0
人

申
込
方
法
2
月
8
‐
⑨
ま
で
に

　

巾
込
書
ま
た
は
竃
話
で

申
込
・
問
合
せ
先
福
井
婦
人
少

　

年
室
（
福
片
市
人
手
1
－
2
－

　

2
0
容
0
7
7
£
‥
‥
y
・
2
2
・
C
O
C
T
5
－
＾

　

7
）
ま
で

・
青
少
年
健
全
育
成
協
カ
店

　

奥
越
で
2
0
0
店
を
指
定

　

奥
越
青
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
で

　
　
　
　
　
　
　

I
は
、
奥
越
竹
内
m
一
の
事
業
所
に

　

「
回
‐
少
年
健
全
育
成
協
力
店
」
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
明
‐
の
奥
越
を
担
う

に
‐
少
年
が
、
豊
か
な
自
立
自
助
の

精
神
を
持
ち
、
地
域
社
会
の
I
U

と
し
て
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
こ

と
を
願
う
た
め
で
す
。

　

青
少
年
が
利
川
す
る
と
思
わ
れ

る
書
店
や
文
具
店
、
ス
ー
パ
ー
、

食
堂
な
ど
の
ご
理
解
を
得
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

●
4
月
か
ら
導
入

　
　
　
　

電
波
利
用
料
制
度

　

全
国
で
七
百
七
ト
七
万
局
に
及

ぶ
郵
政
省
が
免
許
し
て
い
る
無
線

局
は
、
今
年
の
四
月
か
ら
竃
波
利

川
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
年
間

の
利
川
料
は
、
放
送
局
が
2
万
9

7
0
0
円
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
が

6
0
0
円
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
岫

が
5
0
0
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

電
波
利
川
料
制
度
は
、
郵
政
省

が
増
大
す
る
行
政
事
務
や
不
法
無

線
局
の
対
応
に
充
て
る
た
め
の
絲

費
を
、
放
送
・
通
信
事
業
者
・
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
家
な
ど
無
線
局
の

免
許
を
持
つ
方
で
負
担
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
北
陸
竃
気
通
信
監

坪
局
電
波
部
企
画
室
（
豊
0
7
6

2
・
3
3
・
4
4
3
2
）
ま
で
お
間

い
介
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
老
人
家
庭
看
護
法
講
習
会

　

市
赤
ト
字
奉
仕
団
で
は
、
家
庭

に
お
け
る
老
人
看
護
の
仕
方
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
講
習
会
を
開

き
ま
す
。

期
間
2
月
2
3
‐
⑧
～
2
5
‐
④

　

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
か
ら
午
後

　

4
時
ま
で

会
場
市
役
所
大
会
議
室

定
員
先
着
3
0
人

受
講
料
1
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

　

ト
代
）

内
容
新
し
い
老
人
看
護
の
あ
り

　

方
に
つ
い
て

申
込
先
市
役
所
福
祉
事
務
所
保

　

護
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
7
1
）
ふ
ま
で

●
蔵
書
点
検
の
た
め

　

図
書
館
が
休
館
し
ま
す

市
図
書
館
で
は
、
館
内
の
蔵
書

点
検
を
行
い
ま
す
の
で
、
2
月
1
5

‐
⑥
か
ら
2
2
日
⑥
ま
で
休
館
と
な

り
ま
す
。

　

現
在
、
図
書
館
で
は
2
月
末
ま

で
の
間
、
「
特
別
貸
し
出
し
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
何
冊

も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

貸
し
出
し
期
間
も
3
週
間
と
長
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
市
図
書
館
（
酋
6
5
・

5
5
0
0
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

｀

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
も

　

交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を

　

大
野
市
民
の
交
通
マ
ナ
ー
は

悪
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

特
に
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー

が
悪
い
よ
う
で
す
。

　

右
折
直
前
に
な
っ
て
方
向
指

示
器
を
出
し
、
対
向
車
や
後
続

車
を
気
に
せ
ず
右
折
し
た
り
、

後
ろ
を
見
な
い
で
バ
ッ
ク
し
た

り
な
ど
、
自
分
勝
手
な
運
転
が

日
立
ち
ま
す
。
運
転
中
は
、
常

に
周
囲
の
状
況
に
気
を
配
り
な

が
ら
、
車
の
流
れ
に
の
っ
て
運

転
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

女
性
は
、
買
い
物
や
雑
用
で

運
転
す
る
機
会
が
多
い
た
め
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い

人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

事
故
は
、
気
を
付
け
て
い
て
も

相
手
か
ら
衝
突
し
て
こ
ら
れ
た

ら
、
避
け
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん

万
が
一
に
備
え
て
、
必
ず
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
習
慣
を

身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の

飲
泗
運
転
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

「
少
し
だ
け
だ
か
ら
大
丈
夫
」

と
思
っ
て
も
、
平
常
時
に
比
べ

る
と
認
知
・
判
断
能
力
は
確
実

に
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。
飲
酒

運
転
は
、
絶
対
に
や
め
て
く
だ

さ
い
。
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●
ヨ
ロ
ン
島
で

　

ち
び
つ
こ
探
検
学
校

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

子
供
を
自
然
に
親
し
ま
せ
、
外
国

人
小
学
生
と
共
に
活
動
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
際
感
覚
を
身
に
付

け
る
一
歩
と
な
る
こ
と
を
目
的
に

　

「
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
・
ヨ
ロ
ン

島
」
を
開
き
ま
す
。

期
間
3
月
2
6
日
⑦
～
4
月
2
日

　

②
（
7
泊
8
‐
）

会
場
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

定
員
小
学
生
3
6
0
人
（
原
則

　

と
し
て
3
年
生
以
L
）

内
容
イ
カ
ダ
作
り
・
島
内
探
検

　

砂
糖
づ
く
り
・
海
の
運
動
会
他

費
用
9
万
8
0
0
0
円

説
明
会
3
月
6
‐
①
午
後
2
時

　

3
0
分
～
4
時
愛
知
県
青
年
会
館

　
　

（
名
古
屋
市
中
区
栄
1
－
1
8
－

　

8
容
0
5
2
・
2
2
1
・
6
0

　

0
1
）

締
切
3
月
1
0
‐
④

申
込
方
法
参
加
申
込
書
、
健
康

　

ノ
ー
ト
、
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を

　

添
え
て
協
会
へ

申
込
先
・
問
合
せ
先
財
団
法
人

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
〒
1
6
0

　

新
宿
区
四
谷
2
－
H
大
村
ビ
ル

　

C
O
階
容
0
3
・
3
3
5
9
・
8
4

　

2
1
）

・
年
金
保
険
料
は

　
　

所
得
控
除
の
対
象
に

　

本
人
や
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
所
得
税
や
市
県
民
税
の
申

告
の
際
、
「
社
会
保
険
料
控
除
」

と
し
て
、
納
め
た
額
を
申
告
す
れ

ば
所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
4
年
分
の
月
額
保
険
料
は

1
月
か
ら
3
月
分
ま
で
が
9
0
0

0
円
（
付
加
は
9
4
0
0
円
）
、

4
月
か
ら
1
2
月
分
ま
で
が
9
7

0
0
円
（
付
加
は
1
万
1
0
0
円
）

で
す
。
前
納
し
た
場
合
は
、
‥
H
万

3
5
9
0
円
（
付
加
は
‥
H
万
8
2

7
0
円
）
で
す
。

●
不
用
品
の
提
供
に

　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
家
庭
の
不
用
品
交
換

を
あ
っ
せ
ん
す
る
「
家
庭
用
品
の

再
活
川
制
度
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
岫
物
で

処
分
す
る
に
は
も
っ
た
い
な
い
品

物
（
家
具
・
電
気
器
具
。
子
供
用

具
な
ど
で
使
川
可
能
な
も
の
）
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
価
格
な
ど
の
交
渉
は
、
当
事

者
間
で
行
い
ま
す
。

連
絡
●
問
合
せ
先
市
役
所
生
活

　

環
境
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
6
3
）
ま
で

●
物
価
モ
ニ
タ
ー
・
消
費

　

者
価
格
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

【
物
価
モ
ニ
タ
ー
】

内
容
生
活
関
連
物
資
の
価
格
動

　

向
な
ど
の
調
査

定
員
5
人

主
管
経
済
企
両
庁

　

【
消
費
者
価
格
モ
ニ
タ
ー
】

内
容
灯
油
や
L
P
G
な
ど
の
小

　

売
価
格
調
杏

定
員
1
人

主
管
通
商
産
業
省

　

申
込
は
2
月
1
5
日
⑨
ま
で
に
市

役
所
生
活
環
境
課
（
豊
6
6
・
1
1

1
1
内
線
4
6
3
）
ま
で
。

●
手
作
り
の

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
教
室

日
時
2
月
1
3
日
①
午
前
9
時

　

3
0
分
～
1
2
時

会
場
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
象
中
学
生
以
上
の
市
民

定
員
先
着
3
0
人

受
講
料
1
0
0
0
円

申
込
方
法
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

ヘ
電
話
（
容
6
5
・
6
8
4
0
）

●
ふ
る
さ
と
情
報
定
期
便

　

申
込
受
付
中

　

市
で
は
、
市
外
に
住
む
大
野
出

身
者
を
対
象
に
「
広
報
お
お
の
」

や
商
工
会
議
所
、
農
協
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
が
発
行
す
る
広

報
紙
を
毎
月
無
料
で
お
送
り
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
「
ふ
る
さ
と
情

報
定
期
便
」
と
し
て
、
大
野
市
の

情
報
を
お
川
け
す
る
一
方
、
大
野

市
へ
の
提
言
も
お
願
い
す
る
も
の

で
、
年
に
1
回
ア
ン
ヶ
I
ト
に
答

え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
込
は
、

誰
で
も
で
き
ま
す
。

申
込
先
市
役
所
秘
書
広
報
課
広

　

報
広
聴
係
（
〒
9
1
2
大
野
市
天
神

　

町
1
－
1
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
4
0
）

　　　

13・14日六呂師高原で

雪の祭典「おおのスノーフェスタ」

　

’竹とふれあい、地域の活性化に

つなげようと2月13・14日の2日

間、六M師高原スキー場をメイン

会場に「’93おおのスノーフェス

タ」が開かれます。この日は六M

師高原″j佇まつりと同時開催となり

ますので、雪の祭典としては過去

辰鳥のにぎわいとなります。

　　

「おおのスノーフェスタ」では

①雪を素材②地域特性③地域間交

流①一削叩】交流を四つの柱として

楽しい催しを計両しています。そ

の場で参加できるイベントもたく

さんあります。奮ってご参加くだ

さい。

★オープニングセレモニー（太鼓

　

もちまき）

★キャラクターショー（恐竜戦隊

　

ジューレンジャーショー）

★スノーモビル体験（14日も実施）

★お話かまくら（かまくらの中で

　

昔話や紙芝居・）

★星降るバレンタインナイト（Ilt

　

をながめながらのコンサートラ

　

イブ）

★雪上運動会（激走スノートレイ

　

ン、スノーINポリバヶツ、メ

　

ドレーリレー）

★雪上ドッジボール（チーム対抗）

★おいしいワールド（のっぺい汁

　

ぜんざい、甘酒など）

★35の顔をさがせ（似顔絵で出

　

題一行をさがし、県内35市町村の

　

クイズを解く）

★クイズDEキャンペーン（各地

　

のミスとクイズで遊ぶ）

　

この他にも、ふるさとカルタ、

あったかバザー、かんじき体験な

ども予定されています。
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⑩
硲
（
は
ざ
ま
）

　
　

六
呂
師
高
原
簡
易
郵
便
局
の
前
に
、
硲

口
と
い
う
バ
ス
停
留
所
が
あ
り
ま
す
。
宿
谷

川
に
沿
っ
て
左
に
折
れ
る
と
、
こ
の
集
落
が

あ
り
ま
す
。
戸
数
は
十
七
戸
あ
り
ま
す
が
、

行
政
区
と
し
て
は
南
六
呂
師
区
（
小
林
信
男

区
長
）
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
前
は
、
宿
谷
川
以
西
の
民
家
は
こ
の
集

落
だ
け
で
し
た
。
終
戦
後
、
六
呂
師
ス
キ
ー

場
が
本
格
的
に
整
備
さ
れ
て
、
約
三
ト
戸
が

民
宿
を
兼
ね
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
集
落
の
下
手
に
は
、
モ
ダ
ン
な
下
水

道
セ
ン
タ
ー
の
建
物
が
あ
り
、
今
も
下
水
道

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
落
の
西
側

一
体
は
牧
場
で
、
一
部
は
水
川
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
リ
ゾ
ー
ト
計
画
と
し
て
ゴ
ル
フ
場

建
設
の
話
し
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

硲
と
い
う
地
名
の
山
来
は
、
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
勝
山
市
に
も
同
じ
地
名
が
あ

る
よ
う
で
す
。
地
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

越
前
加
賀
国
定
公
園
の
加
佐
ノ
岬
に
は
、
硲

伊
之
助
美
術
館
が
あ
り
ま
す
。

　

集
落
に
さ
し
か
か
っ
て
最
初
の
家
が
、
沢

川
実
さ
ん
宅
で
す
。
沢
川
氏
は
若
い
こ
ろ
、

六
呂
師
振
興
会
の
理
事
で
し
た
が
、
正
月
に

雪
不
足
の
心
配
を
し
た
こ
と
が
な
く
、
最
近

の
異
常
気
象
を
嘆
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

宿
谷
川
は
、
大
月
の
大
師
橋
の
と
こ
ろ
で

唐
谷
川
と
合
流
し
ま
す
。
す
ぐ
近
く
に
は
、

不
動
堂
を
通
っ
て
ふ
る
さ
と
公
園
セ
ン
タ
ー

に
通
ず
る
道
路
が
あ
り
ま
す
が
、
新
田
、
花

房
を
結
ん
で
九
頭
竜
川
に
橋
を
架
け
る
計
画

が
あ
り
ま
す
。
経
ヶ
岳
と
法
恩
寺
山
は
大
昔

連
続
し
て
噴
火
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
六
呂
師
高
原
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

市民のうごき

1月1日現在 前月比

世帯数 11，285世帯 －9世帯

41，932人 十8人

人目 男 20．039人 十2人

女 21，893人 十6人

1211中の異動
転入 52人 出生 29人

転出 47人 死亡 26人

市内の交通事故状況（年皿からの計）

件数内訳
平成4年　

12月末

平成3年　

12月末
増減

総件数 489件 428件 十61件

人
身

事
故

件数 151件 130件 十21件

死者 10人 1人 十9人

傷者 206入 176人 十30人

物損事故 338件 298件 十40件

表
紙
の
こ
と
ば

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
若
者
が
集
う

成
人
式
。
暖
冬
を
反
映
し
て
い

る
の
か
、
シ
ョ
ー
ル
を
巻
い
て

参
加
す
る
女
性
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
大
野
市
内
で
、
若

者
が
こ
れ
だ
け
一
堂
に
会
す
る

の
は
1
年
を
通
し
て
こ
の
日
だ

け
。
多
く
は
市
外
に
流
れ
て
い

く
現
実
を
考
え
る
と
さ
び
し
い

限
り
で
す
。

編
集
後
記

　

昨
年
暮
れ
か
ら
、
お
祝
い
ム
ー

ド
一
色
に
な
っ
た
皇
太
子
殿
下

の
お
妃
内
定
の
ニ
ュ
ー
ス
。
暗

闇
に
大
花
火
を
打
ち
上
げ
た
よ

う
な
明
る
い
話
題
で
、
誰
も
が

自
分
の
事
の
よ
う
に
う
れ
し
そ

う
。
こ
れ
に
あ
や
か
り
、
適
期

を
過
ぎ
た
大
野
市
内
の
独
身
男

性
が
、
一
組
で
も
多
く
ゴ
ー
ル

イ
ン
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

浸礼幇1i弓

　
　

「
日
本
中
の
父
ち
ゃ

ん
な
ん
て
死
ん
で
し
ま

え
！
」
I
こ
ん
な
強
烈

な
見
出
し
に
目
が
と
ま
っ

た
の
は
も
う
六
年
も
前

の
こ
と
。
朝
日
新
聞
の

　

『
声
』
の
欄
で
あ
る
▼
当
時
、
私
は
保
護
司
の

仕
事
を
委
嘱
さ
れ
た
ほ
や
ほ
や
で
、
誰
よ
り
も

強
く
こ
の
記
事
に
心
が
引
か
れ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
さ
っ
そ
く
朝
日
新
聞
本
社
宛
に
、
匿
名

の
女
子
高
校
生
に
あ
て
た
手
紙
を
依
頼
し
た
の

で
あ
る
。
一
年
後
、
島
根
大
学
紫
雲
寮
か
ら
一

通
の
手
紙
が
き
た
。
ま
っ
た
く
差
出
人
の
記
憶

も
な
い
ま
ま
開
封
し
た
ら
「
あ
っ
、
あ
の
時
の

女
子
校
生
！
」
▼
当
時
の
強
烈
な
イ
メ
ー
ジ
は

失
せ
て
い
た
が
、
ふ
し
ぎ
と
吸
い
込
ま
れ
る
よ

う
に
読
み
始
め
た
。
大
学
入
試
を
目
前
に
し
て

父
の
急
死
。
シ
ョ
ッ
ク
で
倒
れ
た
母
。
不
安
と

い
ら
だ
ち
と
悲
し
み
で
自
暴
自
棄
と
な
り
、
や

る
せ
な
い
気
持
ち
を
思
い
っ
き
り
叫
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
、
胸
の
中
を
ス
カ
ッ
と
さ
せ
た
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。
切
々
と
し
て
そ
の
こ
と
が
書
か
れ

て
い
た
。
こ
の
日
以
来
、
私
と
の
文
通
が
五
年

間
も
続
け
ら
れ
て
き
た
▼
今
年
の
年
賀
状
に
ひ

と
き
わ
変
わ
っ
た
新
婚
写
真
を
発
見
し
た
。
そ

の
片
隅
に
「
先
生
、
お
初
に
お
目
に
か
か
り
ま

す
。
私
の
よ
う
な
者
で
も
も
ら
っ
て
あ
げ
よ
う

と
い
う
方
の
所
へ
嫁
ぎ
ま
し
た
。
母
も
健
康
に

な
り
、
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
先
生
の
長
い
間

の
温
か
い
お
心
遣
い
、
母
共
々
一
生
忘
れ
ま
せ

ん
。
今
後
も
ず
1
つ
と
文
通
を
続
け
さ
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
書
か
れ
て
い
た
▼
彼
女
は
今
、
中

学
校
数
学
教
師
の
一
年
生
。
遠
大
な
夢
を
持
っ

て
、
力
強
く
ま
っ
す
ぐ
に
歩
ん
で
い
る
。
生
涯

心
に
残
る
女
生
徒
の
一
人
で
あ
る
。
（
K
）
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